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のୈ૰Ȇၑැ൝ڠ࠺

Ȯڠ࠺のୈ૰・ၑැ ȯ

実工学の理念にもとづく工学教育と先進的研究により、新たな価値

創造と科学技術の発展に寄与する

ͤᐇᕤ学ࡢ理ᛕ

「工学におࡅる実学を㔜ࡌࢇ、ල㇟を㞳ࢀることなく、ᢳ㇟をᛰることなく、

༢にᮘ上にとどࡲることなく、┿に᭷用な教⫱研究を推進ࡋ♫会に㈉献する」

Ȯڠ࠺のୈ૰・ၑැ̿ͅܖく૽ऺ௨ȯ

確かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し続ける

実践的技術創造人材

Ȯڠ࠺のୈ૰・ၑැ̿ͅܖく֗ޗ目എȯ

実体験的学習と、これを裏付ける理論習得を反復することにより、

工学を融合的に学び、社会において応用・実践することのできる

専門力を身につける

特色ある教育プログラム、課題に取り組む学び、社会との交流・

連携を通じ、人々の幸福のために自ら考え行動することのできる

人間力を身につける

Ȯڠࢥの͍ڠȯȪڠ੨߯͒ȫ

１� 現ᐇ♫会にᙺに立ࡘことを┠ᶆに学ࡪᕤ学

２ ᐇ㝿のᢏ⾡にゐࢀることによ࡚ࡗ学ࡪᕤ学

３� 自らᐇ㊶することによ࡚ࡗ学ࡪᕤ学

４� 理ㄽを現ᐇするࡵࡓに学ࡪᕤ学

５ ᐇ感となる࡛ࡲ継続࡚ࡋ学ࡪᕤ学



ȶڠࢥのၑැȷ

本学ࡣここに、工学ࡀ本来持ࡘ実学の⢭⚄を☜ㄆࡋ、

ᘓ学の⢭⚄のᇶ本に「実工学の理ᛕ」をᥖࡆ、

この理ᛕのࡶとに、人ᮦを⫱成ࡋ、研究を推進ࡋ、

その♫会ⓗ使をᯝ࡚ࡋࡓ行くことを⾲明するࠋ

「実工学の理ᛕ」とࡂࡘ、ࡣの࠶࡛ࡘるࠋ

（୍）� ල㇟を㞳ࢀることなくᢳ㇟をᛰることなく、ᢏ⾡実㊶と理ㄽᵓ⠏を

ᚠ⎔することによࡾ、┿に᭷用な工学教⫱と౯್㐀の研究㛤発を行

ࠋ会に㈉献する♫、࠸

（）� ༢にᮘ上のႠⅭにとどࡲることなく、ᢏ⾡の行わࢀる現ሙをᛕ㢌に置

き、現実のᢏ⾡にゐࢀ、ᢏ⾡ࡀ現実♫会に実現ࢀࡉることを┠ⓗと࡚ࡋ、

教⫱・研究を行ࠋ࠺

こࢀをせゝすࡤࢀ

「工学におࡅる実学を㔜ࡌࢇ、ල㇟を㞳ࢀることなく、ᢳ㇟をᛰることなく、

༢にᮘ上にとどࡲることなく、┿に᭷用な教⫱研究を推進ࡋ♫会に㈉献する」

となるࠋ

実工学とࡣ、ゝ 理学とࠋる࠶の࡛ࡶる実学ᑛ㔜をពするࡅなく工学におࡶ࡛ࡲ࠺

のᕪ␗をㄽࡎるࡶ࡛ࡲなく、工学とࡣ、実㝿の♫会にᏑ在ࡋ、人ࠎのࡵࡓに機⬟する

ᙧにお࡚࠸ពの࠶るࡶの࡛ࡾ࠶、教⫱ࡶ研究ࡶ、ᖖにそのことを๓ᥦと࡚ࡋ行わࢀ

なࡤࢀࡅならなࠋ࠸

工学教⫱にお࡚࠸、ᢏ⾡実㊶⬟ຊとそࢀをࡅる理ㄽ理ゎの修ᚓࡣ、㌴の୧㍯の

ዴくどࡕらࡶḞくことࡣ出来なࠋ࠸学生のᢏ⾡修ᚓと理ㄽの理ゎを、᭷機ⓗかࡘຠᯝ

ⓗに⤖びࡅࡘるࡶの、そࡀࢀ実工学の理ᛕ࡛ࡉ、ࡾ࠶らに、大学のᯝࡓすき使࡛

ࠋる࠶の࡛ࡶる࠼明ᛌな᪉向ᛶをࡣ実工学の理ᛕ、ࡶ࡚࠸る研究及び♫会㈉献にお࠶

ࠋ࠸ならなࡤࢀࡅなࢀࡉ活かࡣ実工学の理ᛕ、ࡶ࡚࠸教学運Ⴀ・⤌⧊運Ⴀにお、ࡓࡲ

教⫱ㄢ⛬の⦅成、教学運Ⴀ、研究の推進ࡉらにࡣ施設設備の充実等ࠎ、ከᒱにわࡓ

る大学の諸活動を通ᗏするᣦ㔪、そࡀࢀ「実工学の理ᛕ」࡛࠶るࠋ



 ུ ࢥ ު ఱ 学 ε ς Ώ Ȝ

᪥ᮏᕤᴗ学࣭学㒊ࡢ┠ⓗ 

ڦ日本工業大学学๎ڦ

（➨１᮲� ┠ⓗ）

日本工業大学ࡣ、学⾡の୰ᚰと࡚ࡋ、広く▱㆑をᤵࡅるととࡶに、῝くᑓ㛛の学ⱁを教ᤵ研究ࡋ、▱ⓗ、

㐨ᚨⓗ及びᛂ用ⓗ⬟ຊをᒎ㛤࡚ࡗࡶ、ࡋ♫会の発ᒎに寄することを┠ⓗとするࠋ

（➨６᮲� 学部の┠ⓗ）

ᇶᖿ工学部ࡣ本大学のᘓ学の⢭⚄及び理ᛕに๎ࡾ、Ọ続ⓗなᇶᖿ工学分㔝の⛉学ᢏ⾡の理ㄽと実㊶を教ᤵ

研究するととࡶに、ᖜ広࠸教㣴と㇏かな㐀ᛶの࠶る人ᮦを⫱成࡚ࡗࡶ、ࡋ♫会の発ᒎに寄することを

┠ⓗとするࠋ

２� ඛ進工学部ࡣ本大学のᘓ学の⢭⚄及び理ᛕに๎ࡾ、ඛ進ⓗな分㔝の⛉学ᢏ⾡の理ㄽと実㊶を教ᤵ研究

するととࡶに、ᖜ広࠸教㣴と㇏かな㐀ᛶの࠶る人ᮦを⫱成࡚ࡗࡶ、ࡋ♫会の発ᒎに寄することを┠

ⓗとするࠋ

３� ᘓ⠏学部ࡣ本大学のᘓ学の⢭⚄及び理ᛕに๎ࡾ、ᘓ⠏及び生活⎔ቃ分㔝の⛉学ᢏ⾡の理ㄽと実㊶を教

ᤵ研究するととࡶに、ᖜ広࠸教㣴と㇏かな㐀ᛶの࠶る人ᮦを⫱成࡚ࡗࡶ、ࡋ♫会の発ᒎに寄するこ

とを┠ⓗとするࠋ

᪥ᮏᕤᴗ学 デ࣐ࣟࣉポࣜࢩー

日本工業大学ࡣ、「ᘓ学の⢭⚄・理ᛕ」にᇶ࡙き、「実工学の学び」を῝ࡉせ、持続ྍ⬟な♫会に㈉献する「☜

かなᑓ㛛ຊと㇏かな人間ᛶをࡕࡶ、♫会の発ᒎに㈉献ࡋ続ࡅる実㊶ⓗᢏ⾡㐀人ᮦ」を⫱成ࡲࡋすࠋ本学ࡣ、ᡤ

ᐃの༞業せ௳を‶ࡓすこと࡛、௨ୗの⬟ຊ・⣲㣴を㌟にࡓࡅࡘ者にᑐࡋ、学（学ኈ（工学））をᤵࡲࡋすࠋ�

࠙ᑓ 㛛 ⓗ ▱ ㆑ ・ ᢏ �ࠚ⬟

㻔㻝㻕 工学のᇶ♏ⓗな▱㆑ࡸᢏ⬟を修ᚓࡋ、῝ࡉせること࡛ࡀきる�

㻔㻞㻕 ㇏ᐩな▱㆑࡛᪂࠸ࡋ工学ⓗ౯್を㐀࡛きる�

㻔㻟㻕 ᖖに進ࡋ発ᒎを続ࡅるᢏ⾡に生ᾭにわ࡚ࡗࡓᑐᛂ࡛きる�

࠙実 ㊶ ⓗ ᢏ ⾡ ຊࠚ�

㻔㻝㻕 ㇏ᐩな実験実習等࡛体ᚓࡓࡋ▱とᢏを生かࡋ、現ሙ࡛ㄢ㢟ゎỴおよび発ᒎⓗᥦ案࡛ࡀきる�

࠙㇏かな人間ᛶと♫会ᛶࠚ�

㻔㻝㻕 自発ⓗ、自ᚊⓗに学ࡪຊを᭷ࡋ、理ㄽと実㊶からㄽ理ⓗに物を⪃࠼ること࡛ࡀきる�

㻔㻞㻕 自らの⪃࠼を説明ࡋ、他者ࡸ♫会に伝㐩すること࡛ࡀきる

᪥ᮏᕤᴗ学 ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ポࣜࢩー

日本工業大学ࡣ、「ᘓ学の⢭⚄・理ᛕ」にᇶ࡙き、「☜かなᑓ㛛ຊと㇏かな人間ᛶをࡕࡶ、♫会の発ᒎに㈉献ࡋ

続ࡅる実㊶ⓗᢏ⾡㐀人ᮦ」を⫱成ࡲࡋすࠋそのࡵࡓ、教⫱ㄢ⛬ࡣ、学⛉༢の「ᑓ㛛教⫱⛉┠」と学ⓗな「ඹ

通教⫱⛉┠」を᭷機ⓗに㐃ᦠࡉせࡓ⤌⧊ⓗなࣜ࢝キュࣛムをᵓ⠏ࡲࡋすࠋ�

࠙ᑓ 㛛 ⓗ ▱ ㆑ ・ ᢏ �ࠚ⬟

日本工業大学ࡀ⫱成する人ᮦࡣ、ᑓᨷする学ၥ分㔝のᑓ㛛ᛶ及び学⾡ⓗ⫼ᬒ等を㋃࡚࠼ࡲ฿㐩ࢀࡉることから、

「ᑓ㛛ⓗ▱㆑・ᢏ⬟」にྛࡣ࡚࠸ࡘ学部・学⛉に教⫱ㄢ⛬の⦅成᪉㔪（ࣜ࢝キュࣛム࣏ࣜシー）をᐃࡵ、その᪉

㔪のୗに「ᑓ㛛教⫱⛉┠」を㓄置ࡲࡋすࠋ�



࠙実 ㊶ ⓗ ᢏ ⾡ ຊࠚ�

ᢏ⾡者と࡚ࡋの⣲㣴と工学の実㊶ຊを㌟にࡅࡘるࡵࡓ、ᢏ⾡と理ㄽを並行࡚ࡋ学ࡪ「デュアࣝシステム」を᥇

用ࡋ、ㅮ⩏⛉┠と実験・実習・₇習⣔⛉┠をึᖺ次から学ᖺࡈとに体⣔ⓗに⦅成ࡲࡋすࠋ�

࠙㇏かな人間ᛶと♫会ᛶࠚ�

学ⓗな「ඹ通教⫱⛉┠」࡛ࡣ、にᢏ⾡者と࡚ࡋᚲせな教㣴ࡸ理ほ、自立ࡓࡋ個人と࡚ࡋ将来にわࡾࡓ学

び続ࡅる学習ែᗘࡸព㆑及び自らのᛮ⪃を他者に伝࠼ること࡛ࡀきるࢥミュニࢣーシࣙン⬟ຊのᾰ㣴を┠ᣦ

࠸の༊分にお「┠⛉会㐃ᦠ・ᅜ㝿理ゎ♫」「┠⛉ቃ⣔⎔」「┠⛉理数⣔」「┠⛉ゝㄒ⣔」「┠⛉教㣴」、ࡾお࡚ࡋ

࡚体⣔ⓗに⦅成ࡲࡋすࠋ ࠋすࡲࡵ῝らの教㣴・ព㆑・⬟ຊを実㊶ⓗにࢀこ、ࡋミ・༞業研究を㓄置ࢮ、ࡓࡲ

᪥ᮏᕤᴗ学 ࣑ࢻッࣙࢩンポࣜࢩー

日本工業大学ࡣ、「ᘓ学の⢭⚄・理ᛕ」にᇶ࡙き、「☜かなᑓ㛛ຊと㇏かな人間ᛶをࡕࡶ、♫会の発ᒎに㈉献ࡋ

続ࡅる実㊶ⓗᢏ⾡㐀人ᮦ」を⫱成ࡲࡋすࠋ

そのࡵࡓ、そのᇶ♏をなす௨ୗにᥖࡆる⬟ຊとពḧをࡘࡶ人を広く求ࡲࡵすࠋ�

࠙日本工業大学ࡀ求ࡵる人物ീࠚ�

㻔㻝㻕 工学にᑐ࡚ࡋ関ᚰをࡕࡶ、そࢀを学ࡪពḧを᭷する人�

㻔㻞㻕 工学を学ࡵࡓࡪのᇶ♏ⓗ▱㆑ࡸᢏ⬟を備࠼、そࢀを活用するࡵࡓの⬟ຊを備࠸࡚࠼る人�

㻔㻟㻕 体ⓗに♫会と係わࡾ、よࡾⰋ࠸人生を㏦࠸ࡓࡾと࠺࠸Ẽ持ࡕを᭷࠸࡚ࡋる人�

࠙≉ 別 選 抜ࠚ

本学ࡀᮇᚅする学生ീにお࡚ࣜ࠸ーダーⓗᏑ在になࡾᚓる人を選抜ࡲࡋすࠋ工学を学ࡵࡓࡪのᇶ♏ⓗ▱㆑・ᢏ⬟、

ᛮ⪃ຊ・ุ断ຊ・⾲現ຊ、および体ᛶを࡚ࡗࡶ༠ാ࡚ࡋ学ࡪጼໃに࡚࠸ࡘ⥲合ⓗにぢる入ヨ࡛すࠋ学業成⦼、

資格・検ᐃヨ験の⤖ᯝ、⥲合ⓗな学習・᥈求、ㄢ㢟研究࡛の成ᯝ、その他の活動の記録および㠃᥋によࡾホ౯ࡋ

�ࠋすࡲ

࠙ඹ通テスト利用ࠚ

工学を学ࡵࡓࡪのᇶ♏ⓗ▱㆑・ᢏ⬟、ᛮ⪃ຊ・ุ断ຊ・⾲現ຊࡀ備わ࠸࡚ࡗるかをぢる入ヨ࡛すࠋ数学、ⱥㄒ、

理⛉、ࡣࡓࡲᅜㄒにおࡅる大学入学ඹ通テストのⅬ数をホ౯ࡲࡋすࡓࡲࠋ、調査書ࡶホ౯のཧ⪃にࡲࡋすࠋ�

୍࠙ ⯡ 選 抜ࠚ

工学を学ࡵࡓࡪのᇶ♏ⓗ▱㆑・ᢏ⬟、ᛮ⪃ຊ・ุ断ຊ・⾲現ຊࡀ備わ࠸࡚ࡗるかをぢる入ヨ࡛すࠋ数学、理⛉、

ⱥㄒの➹記ヨ験を行࠸、そのⅬ数をホ౯ࡲࡋすࡓࡲࠋ、調査書ࡶホ౯のཧ⪃にࡲࡋす୍ࠋ⯡選抜ⱥㄒ外部ヨ験利

用࡛ࡣ、ⱥㄒの➹記ヨ験に௦࡚࠼、ⱥㄒ外部ヨ験の⤖ᯝをホ౯ࡲࡋすࠋ�

࠙３ ᭶ 入 ヨࠚ

工学の関ᚰ、工学を学ࡵࡓࡪのᇶ♏ⓗ▱㆑・ᢏ⬟、ᛮ⪃ຊ・ุ断ຊ・⾲現ຊおよび体ᛶを࡚ࡗࡶ༠ാ࡚ࡋ学

�ࠋすࡲࡋホ౯ࡾ学業成⦼、その他の活動の記録、ᑠㄽ文および㠃᥋によࠋ合ⓗにぢる入ヨ࡛す⥲࡚࠸ࡘጼໃにࡪ

࠙学ᰯ推⸀ᆺ選抜（ᣦᐃᰯ）（බ募ไࠚ）   

工学の関ᚰ、工学を学ࡵࡓࡪのᇶ♏ⓗ▱㆑・ᢏ⬟、ᛮ⪃ຊ・ุ断ຊ・⾲現ຊおよび体ᛶを࡚ࡗࡶ༠ാ࡚ࡋ学

ᑐ㇟࡛、学業成⦼、その他の活動の記録おࡀ㧗等学ᰯ等を༞業する生ᚐࠋ合ⓗにぢる入ヨ࡛す⥲࡚࠸ࡘጼໃにࡪ

よび㠃᥋によࡾホ౯ࡲࡋすࠋこの入ヨ࡛ࡣ、ᇶ♏学ຊをᢕᥱするࡵࡓの㉁・ᛂ⟅を行ࡲ࠸すࠋ�

࠙⥲ 合 ᆺ 選 抜ࠚ 

工学の関ᚰ、工学を学ࡵࡓࡪのᇶ♏ⓗ▱㆑・ᢏ⬟、ᛮ⪃ຊ・ุ断ຊ・⾲現ຊおよび体ᛶを࡚ࡗࡶ༠ാ࡚ࡋ学

ート、ㄢ㢟作ရ等、調査書および㠃࣏ㅮ⩏レࡣࡓࡲᚿ望理⏤書、数学・ⱥㄒの➹記ヨ験ࠋጼໃをぢる入ヨ࡛すࡪ

᥋・プレࢮンテーシࣙン等によࡾホ౯ࡲࡋすࠋ
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ᕤ学◊✲⛉࣭༤ኈ๓ᮇ課⛬࣭༤ኈᚋᮇ課⛬ࡢ┠ⓗ 

�ڦ日本工業大学大学㝔学๎ڦ

（➨１᮲� ┠ⓗ）�

日本工業大学大学㝔ࡣ、学⾡の理ㄽ及びᛂ用を教ᤵ・研究ࡋ、その῝ዟをきわࡵ、ཪࡣ㧗ᗘのᑓ㛛ᛶࡀ

求ࡵらࢀる職業を担ࡵࡓ࠺の῝࠸学㆑及び༟㉺ࡓࡋ⬟ຊをᇵ࠸、文の進ᒎに寄することを┠ⓗとす

るࠋ�

（➨５᮲� 研究⛉の┠ⓗ）�

工学研究⛉ࡣ、工学に関する⢭῝な学㆑を究ࡵ、ᢏ⾡♫会にᑐᛂࡋᚓる実工学ⓗ研究をすす࡚ࡗࡶ、ࡵ

♫会に寄することを┠ⓗとするࠋ�

２� 工学研究⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ࡣ、広࠸ど㔝に立࡚ࡗ工学におࡅるඛ進ⓗかࡘ実㊶ⓗな学㆑および⬟ຊをᤵ

�ࠋᑓ㛛ᛶと研究⬟ຊを᭷する㐀ⓗ職業人を㣴成することを┠ⓗとする࠸㧗、ࡅ

３� 工学研究⛉༤ኈ後ᮇㄢ⛬ࡣ、工学のᑓ㛛分㔝にお࡚࠸㐀ᛶ㇏か࡛実㊶ⓗな研究㛤発⬟ຊを持ࡕ、自

立࡚ࡋ研究を行࠺こと࡛ࡀきる研究者、ཪࡣ工業ᢏ⾡の進ᒎに寄ࡋᚓる実㊶ⓗ研究㛤発⬟ຊを持ࡓࡗ㧗

ᗘにᑓ㛛ⓗな㐀ⓗ職業人を㣴成することを┠ⓗとするࠋ�

ᕤ学◊✲⛉༤ኈ๓ᮇ課⛬ࡢデ࣐ࣟࣉポࣜࢩー

日本工業大学大学㝔工学研究⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬࡛ࡣ、ᡤᐃの修せ௳を‶ࡓすこと࡛ୗ記の⬟ຊと資㉁を備ࡓ࠼

ࠋすࡲࡋ修ኈ（工学）をᤵ、ࡵのとㄆࡶ

࠙ᑓ㛛ຊࠚ

・♫会にお࡚࠸活用࡛きる実㊶ⓗなᢏ⾡ຊを㌟にࡅࡘ、ᖜ広࠸ど㔝からㄢ㢟発ぢ・ゎỴにࡘなࡆること࡛ࡀきるࠋ

・≉ᐃ分㔝の῝࠸▱㆑とᢏ⬟にᇶ࡙き、᪂࠸ࡋ౯್を出する⊂ⓗな調査・研究・㛤発等を㐙行࡛きるࠋ

࠙人間ຊࠚ

・ᢏ⾡者・研究者と࡚ࡋ㧗࠸理ほを持ࡕ、ᰂ㌾にᛮ⪃ࡋ、自ᚊⓗ・持続ⓗに行動すること࡛ࡀきるࠋ

・自らの⪃࠼をㄽ理ⓗに説明ࡋ、ീຊを࡚ࡗࡶ他者のពぢを理ゎࡋ、㆟ㄽを῝ࡵること࡛ࡀきるࠋ

ᕤ学◊✲⛉༤ኈ๓ᮇ課⛬࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢポࣜࢩー

日本工業大学大学㝔工学研究⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬࡛ࡣ、こࢀから┈ࠎከᵝする♫会にお࡚࠸、ኚࡋ続ࡅる⛉学

ᢏ⾡に㡰ᛂ࡛きるよ࠺、ሀ実なᇶ♏の上࡛ᰂ㌾にᛮ⪃ࡋ、᪂࠸ࡋ౯್を出࡛きるᢏ⾡者を㣴成するࡵࡓの教⫱

ㄢ⛬を用ពࡲ࠸࡚ࡋすࠋ�

�ᖺ次にࡣ、ᑓ㛛㡿ᇦẖに㓄置ࡓࢀࡉ選ᢥ⛉┠の他に、ᚲ修⛉┠とྛ࡚ࡋᑓᨷの≉ᛶに合わせ࡚、体ⓗに学修

を進ࡵる「₇習⛉┠」を㓄置ࡲ࠸࡚ࡋす₇ࠋ習⛉┠࡛ࢥ、ࡣミュニࢣーシࣙン⬟ຊ、ㄢ㢟ゎỴ⬟ຊ、プレࢮンテ

ーシࣙン⬟ຊ、ㄽ理ⓗᛮ⪃ຊなどを⫱ࡲࡳすࠋ�

�ᖺ次におࡣ࡚࠸、そ࡛ࡲࢀに修ᚓࡓࡋ▱㆑・ᢏ⬟を生かࡋ、体ⓗに研究・㛤発を進ࡵ、設ᐃࡓࡋ┠ᶆを㐩成

�ࠋすࡲせࡉ修ኈ設計を成ࡸ修ኈㄽ文、ࡋ

ᕤ学◊✲⛉༤ኈ๓ᮇ課⛬࣑ࢻࡢッࣙࢩンポࣜࢩー

日本工業大学大学㝔工学研究⛉༤ኈ๓ᮇㄢ⛬ࡣ、「実工学」の理ᛕのࡶと、体ⓗに研究・㛤発計画を立案ࡋ、

推進࡛きる⬟ຊと⣲㣴を᭷する人物を求ࡲࡵすࠋ研究・㛤発を進ࡵるࡵࡓにᚲせな工学のᇶ♏を修ᚓࡋ、㧗࠸

理ほを࡚ࡗࡶ┠ᶆを㐩成するࡵࡓに継続࡚ࡋດຊ࡛きるពḧ・ጼໃを㔜どࡲࡋすࠋ



ᕤ学◊✲⛉༤ኈᚋᮇ課⛬ࡢデ࣐ࣟࣉポࣜࢩー

日本工業大学大学㝔工学研究⛉༤ኈ後ᮇㄢ⛬ࡣ、自立࡚ࡋ研究活動ࡀ行࠼、㧗ᗘな㐀ⓗ研究の企画、㐙行、成

ᯝの発⾲等ࡀ行࠼る⬟ຊとそのᇶ┙となる学㆑、ᢏ⾡等を㌟に࠸࡚ࡅࡘることを学ᤵのせ௳とࡲ࠸࡚ࡋすࠋ�

ྛᑓᨷとࡶ、ᡤᐃのᮇ間在学ࡋ、教⫱と研究の┠ⓗにἢࡓࡗ研究を行࠸、ᡤᐃの༢を修ᚓࡋ、ྛᑓᨷࡀ行࠺༤

ኈㄽ文のᑂ査及びヨ験に合格ࡋ、ㄢ⛬を修することࡀ学ᤵのせ௳࡛すࠋ

ᕤ学◊✲⛉༤ኈᚋᮇ課⛬࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢポࣜࢩー

日本工業大学大学㝔工学研究⛉༤ኈ後ᮇㄢ⛬࡛ࡣ、㐀ᛶ㇏か࡛実㊶ⓗな研究㛤発⬟ຊを持ࡕ、自立࡚ࡋ研究を

行࠺こと࡛ࡀきる研究者、࠶るࡣ࠸実㊶ⓗ研究㛤発⬟ຊを持ࡓࡗ㧗ᗘ࡛ᑓ㛛ⓗな㐀ⓗ職業人を㣴成することを┠

ᶆとࡲ࠸࡚ࡋすࠋそのࡵࡓ、༤ኈ後ᮇㄢ⛬࡛ࡣ、༤ኈ๓ᮇㄢ⛬࡛ᇵࡓࡗㄢ㢟発ぢ⬟ຊならびに関㐃分㔝をಠ▔する

⬟ຊを活かࡋなࡀら、自らの研究テーマの学⾡ⓗな⫼ᬒを明☜にするととࡶに、⊂ⓗなどⅬからテーマを῝く᥀

�ࠋすࡲ࠸࡚ࡋることを║とࡵとࡲ༤ኈㄽ文を、ࡆୗࡾ

ᕤ学◊✲⛉༤ኈᚋᮇ課⛬࣑ࢻࡢッࣙࢩンポࣜࢩー

日本工業大学大学㝔工学研究⛉༤ኈ後ᮇㄢ⛬にࡣ、��ୡ⣖の⏘業界を担࠺、研究者・㛤発ᢏ⾡者を㣴成する大

きな┠ⓗࡾ࠶ࡀ、入学希望者にࡣその資㉁を求ࡲࡵすࠋල体ⓗにࡣ、修ኈㄽ文の内ᐜ、⊂ᛶを㔜どするととࡶ

に、学会等外部࡛の発⾲成ᯝとホ౯ุࡶ断ᮦ料となࡲࡾすࠋ
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